
令和５年女性懇話会 

① 視察会（三重県中小企業レディース中央会との合同） 

開催月 5月 19日（金） 

視察場所 鳥羽１番街、鳥羽マルシェ 

参加人数 28名 

内容 （１） 講演：「地域活性化に尽力する女性経営者」 

講師：1.有限会社珍海堂 代表取締役 水谷 伸子 氏 

2.鳥羽観光会館ビル株式会社 代表取締役社長 原田 佳代子 氏 

（２）昼食懇談会 

（３）施設見学 

    

         挨拶する伊藤代表          講演する水谷社長 

   

         講演する原田社長         鳥羽１番街集合写真 

 

② セミナー（津商工会議所女性会との合同） 

開催月 6月 22日（木） 

開催場所 津商工会議所１階丸之内ホール 

参加人数 33名 

内容 第１部 

講演：「中小企業経営における女性の活躍推進について」 

講師：三重県副知事 廣田 恵子 氏 

第２部 

廣田副知事を囲んでの意見交換会 

その他：三重県からのお知らせ 

   

開会挨拶をする金森副代表   講演する廣田副知事      意見交換会風景 

 



③ 視察会（三重県中小企業レディース中央会との合同） 

開催月 9月 29日（金） 

視察場所 南禅寺（琵琶湖疏水）、関西電力㈱蹴上発電所 

参加人数 23名 

内容 （１） 施設見学（南禅寺、琵琶湖疏水） 

京都の近代化の礎となった琵琶湖疏水は、明治 23 年に 5 年の歳月をかけて完成しま

した。疏水は、滋賀県大津市の琵琶湖取水地点から京都市伏見区で一級河川濠川とな

る地点までの「第 1疏水」、第 1疏水取水地点の北側から全線トンネルが流れる「第 2

疏水」、第 1疏水と第 2疏水が合流する蹴上から北へ分岐し、京都市左京区北白川に至

る「疏水分線」などからなり、全長約 35ｋｍです。京都は、元治元年の禁門の変によ

り人口が大きく減少するなど衰退の危機に直面しました。そこで、明治 14 年に第 3

代京都府知事に就任した北垣国道は、産業振興によって京都を復興させるため、琵琶

湖疏水の建設を計画しました。疏水の用途のひとつに水力発電が加えられ、明治 24

年に日本初の事業用水力発電所である第 1期蹴上発電所が建設されました。 

（２）昼食懇談会（順正） 

（３）施設見学（関西電力㈱蹴上発電所） 

琵琶湖疏水で得られる水力の有効活用の目的で建設され、明治 24年 5月に発電機 2 台

で運転を開始しました。以来 100年以上たった今なお、現役の発電所として京都の街に

電気を送り続けています。また、蹴上発電所のもつ意義のうち、最も大きなものは、日

本で最初の事業用水発電所であります。明治 11 年、東京の工部大学校（現東京大学）

で初めてアーク灯がともって以来、政府の殖産興業施策に呼応するように、自家発電に

よる電気の使用が始まりました。明治 25 年 1 月、事業用として事業認可を受けたこと

は、発電コストの低減をもたらすとともに、以降長く続く電源の水主火従時代に先鞭を

つけたという 2つの重要な意味合いを持っています。 

  

   南禅寺集合写真         蹴上発電所説明風景 

  

   蹴上発電所集合写真      蹴上発電所見学風景 

 



④ 令和５年度みえ・花しょうぶサミット 

開催月 2月 1日（金） 

開催場所 皇學館大学 7号館 1階 711教室 

参加人数 75名 

内容  主催者挨拶 

みえ・花しょうぶサミット代表者 松田 弘子 氏 

（三重県商工会議所女性会連合会 副会長） 

皇學館大学 学長 河野 訓 氏 

皇學館大学 教授 笠原 正嗣 氏 

三重県雇用対策課長 坂井 哲 氏 

第１部 

みえ・花しょうぶサミット各構成団体の事務局による取組発表 

第２部 

・グループワーク（ワールド・カフェ方式で学生が３回移動） 

テーマ：「若者が働きたくなる三重県創り」に沿った意見交換 

    ・採用活動でＰＲすべき企業情報 

    ・若者が働きやすい職場環境 

    ・「三重に暮らす」「三重で働く」魅力（人口減少対策） 

・グループワーク発表（団体・学生） 

 

※みえ・花しょうぶサミット参画団体 

 ・三重県中小企業レディース中央会 ・ＪＡみえ女性連絡会議 

 ・三重県漁協女性部連合会     ・三重県商工会女性部連合会 

 ・三重県商工会議所女性会連合会  ・三重県経営者協会女性懇話会 

   

挨拶する松田代表    挨拶する河野学長    挨拶する笠原教授 

 

  

挨拶する坂井課長    グループワーク風景 


